
プロティノスの
「感覚と記憶について」IV-6-(41)

1
われわれは、「感覚とは、魂のなかで
刻印が行われることでもなければ、捺
印が行われることでもない」と言ってい
るのであるから、この主張を通していけ
ば、「記憶は、魂のなかに印影がとどま
ることによって（成立する）習知や感覚
知の保持である」とする説も、全面的に
これを否定することになる

そのような印影
は、もともと生じ
ていなかったの
である

右の二つの説はいずれも同じ理論
に基づいているのであって、その理
論を通すと、「もし人が或る事柄を
記憶しているのであれば、その或
る事柄の印影がその人の魂のなか
に生じてとどまっているのでなけれ
ばならない」ことになるか、「いずれ
か一方を否定すれば、他方も否定
しなければならない」ことになるか
の、いずれかであることになう

10�かくて、われわれはそのいずれ
の説も否定し、「感性的なものの印
影が魂のなかに生じて魂に刻印を
残すのでもなければ、その印影が
魂のなかで持続している時に記憶
があるのでもない」と主張している
のであるから、感覚と記憶をどのよ
うに考えたらよいのか、これから調
べていく必要がある
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だが、そのばあい、<も
っとも鮮明な感覚>い起
こることを考察するなら
ば、その考察によって
明らかとなったことを他
の諸感覚にも手教する
ことによって、おそらく、
われわれの求めている
ものを明らかにすること
ができるであろう

15�われわれが見る働
きを通して或るものの
感覚知を得る時には、
われわれは視覚対象を
見、その方向に視線を
投げかけているのであ
って、視覚対象は一直
線上に位置を占めてい
るのである

むろん、これ
は例外を許
さない明白
な事実であ
る

17�というの
も、明らか
に、その対
象はそこに
おいて把握
され、魂は
外部に眼を
向けている
からである

つまり、思う
に、魂のな
かには、指
輪を蜜蝋に
捺すばあい
のような印
影は何も生
じていない
わけである

20�なぜなら、視覚対象の
印影が魂のなかにはいって
くることによって見るのであ
れば、魂はすでにその視覚
対象の形姿を自分のところ
に持っているのであるから、
外のものを見る必要はまっ
たくなかったはずだからで
ある

それに、魂と視
覚対象の間に
隔たりがあるば
あいには、魂は
どれほどの距離
からそれを見て
いるのかを、わ
れわれに語って
くれるのである

24�もしそうだとす
ると、魂自身のなか
にある印影は魂と
少しも離れていない
のに、どのようにす
れば、それを<遠く
にあるもの>として
見ることができるの
であろうか

さらに視覚
対象の持つ
大きさは、
魂の外にあ
るのである

とすると、ど
のようにす
れば、それ
をこれほど
の大きさで
あるとか、大
きいなどと
言えるので
あろうか

27�たとえ
ば、天空は
魂のなかに
その印影が
ありえない
ほどの大き
さを持って
いるのであ
る

とすると、魂
は、どのよう
にして天空
はこれほど
の大きさで
あると言う
のであろう
か

だが、何に
もまして重
大な難点が
ある

29�すなわち、もし
見ることが視覚対
象の印影を把握す
ることであれば、わ
れわれが見ることの
できるものは視覚
対象そのものでは
なくて、それの映像
や影にすぎないこと
になる

したがって、
事物そのも
のとわれわ
れに見える
ものとは、別
ものである
ことになる
であろう

31�他方、言われている
とおり、一般に視覚対象
が瞳の上に直接置かれ
ている時には、これを見
ることは不可能であり、
見ることが可能となる
ためには、その対象が
一定の距離を置いては
慣れている必要がある
が、

この事実
は、魂のば
あいには、
一層の適切
さをもってあ
てはまるの
でなければ
ならないの
である

瞳の上にあっても
明るさは分るであ
ろう。瞳の上にある
と見えないという、
言説が既に存在し
たのであろうか？
プロティノスにして
は観念的解釈であ
る

34�というのも、魂
のなかに視覚対象
の印影があるのを
認めるのであれば、
刻印された部分は、
ホラーマ（映像）を
見ることができない
ことになるからであ
る

なぜなら、
見るものと
見られるも
のは二つで
なければな
らないから
である

36�してみると、印
影を見るものは印
影とは別であって、
これを自分の内に
あるものとして見る
のではなくて、他の
ところにあるものと
して見るのでなけ
ればならないことに
なる

したがって、見る働
きが見る働きとして
の機能を発揮する
ためには、（魂に）置
かれているものを対
象とするのではなく
て、置かれていない
ものを対象とするの
でなければならない
ことになるであろう

2
では、もし印影
に基づいて感覚
するのではない
とすると、魂は
どのようにして
感覚するのであ
ろうか

魂は自分の
なかに持っ
ていないも
のについ
て、言表（判
定）するの
である

つまりそれ
は、魂の能
力に属する
ことなので
ある

すなわち、それ
は何らかの作用
を受けることで
はなくて、魂が
自分に課せられ
たことを実際に
行ないうる能力
なのである

4�なぜなら、そ
うであるばあい
に、思うに、視
覚の対象も聴
覚の対象も魂に
よって判別され
ることにもなる
からである

すなわち、視覚作用も
聴覚作用もともに印影
でないばあいに、つまり
それらが印影でも魂の
受動の状態でもなく、
魂のもとにやってくるも
のをめぐっての活動で
あるばあいに、それらは
魂によって判別される
わけである

7�だが、われわれは、<魂の各
能力は、衝撃を与えられなけれ
ば自分の対象とするものを認
識すすことはできないのではな
かろうか>と疑って、<そのそれ
ぞれの能力は自分の近くにあ
るものから作用を受けrはする
けれども、それを認識すること
はない>としているのであるが、

しかし、そのそ
れぞれの能力
は対象に支配さ
れるのではなく
て、対象を支配
するように定め
られているので
ある

10�だから
聴覚のばあ
いも同様で
あると考え
ねばならな
い

11�すなわち、そのばあ
いの印影は、明瞭に区
切って発音された或る
種の衝撃として空気中
にあるのであり、いわば
音を発しているものによ
って空気中に書きこま
れた文字のようなもの
であるけれども、

それら空気中に書かれ
た印影が近くにやって
きた時に、魂の能力や
魂というウーシアー（存
在）がいわばそれを読
むのであって、それらの
印影は、もともとそれの
近くにやってきた時には
識られるようになってい
るのである

16�なお、味覚や臭覚
についても、一方には
タ・パテー（状態）があ
り、他方にもそれらの状
態の感覚知や判断があ
るのであって、後者はそ
れらの状態の認識であ
り、状態とは別のものな
のである

19�だが、これ
に対して、知性
的なものに対す
る認識は、はる
かに（受動の）
状態や印影から
自由なのである

なぜなら、感性
的なものは魂の
外で見られるの
であるが、知性
的なものは、逆
に魂の内からい
わば現れるから
である

もともとそ
うなってい
る、という
説明である

21�そして、知
性的なものはは
るかに活動的な
ものであり、より
厳密な意味で
の活動なのであ
る

つまり、その認
識は自己自身
を対象としてい
るのであって、
活動している魂
それ自身が知
性的なもののそ
れぞれなのであ
る

23�しかし、「魂は自己自身
を二つとして、すなわち自
己自身を他として見るので
あるが、知性を見る時には
一つとして見るのであって、
そのばあいには、見る魂と
見られる知性の両方が一つ
であるのか」という問題は、
別のところで検討されるで
あろう

3
これまでに述べられ
てきたことに続いて，
ここで記憶を取りあ
げて論じていかね
ばならない

だが、その
前に言って
おかねばな
らないことが
ある

2�すなわち、「魂が
自己自身のなかに
いかなるものも取り
いれずに、自分の内
に持っていないもの
を把握するとして、
別に驚くべきことで
はない。

4�いや、むしろ、
魂がそのような
能力を持ってい
るのは驚くべき
ことではあるけ
れども、疑って
はならないこと
である」というの
がそれである

5�つまり、魂というも
のは万物のロゴス
であり、知性的なも
のの末端のロゴス
であって、知性界の
存在の一員である
とともに、感性界全
体の存在のなかで
は第一位のもので
もあるのである

だからこそ、魂は知
性界と感性界の両
方にかかわりを持っ
てもいるのであっ
て、一方のものによ
っては恩恵を与えら
れ、絶えず新たな
生命を与えられる
のであるが、

他方のものによ
っては、その類
似性のゆえに欺
かれ、あたかも
魔法にかけられ
たもののごとく
にして下の世界
へと向かうので
ある

10�だが、魂は知性的なも
のと感性的なものとの中間
に位置を占めることによっ
て、その両者を感得するの
であり、「知性的なものとか
かわりを持つならば、記憶
を呼び起こすことによって
それら知性的なものを直知
する」と言われているので
ある

いわゆる
「想起説」

つまり魂は、
或る意味で
は知性的な
ものである
がゆえに、
知性的なも
のを知るの
である

13�すなわち、
魂は知性的なも
のを自分のなか
に取りこむことに
よって知るので
はなく、何らか
の仕方で知性
的なものを持
ち、知性的なも
のを見、

漠然として程度にではある
けれども知性的なものであ
り、漠然としたものからいわ
ば目覚めることによてより
明澄なものとなり、可能性
としての力から現実の活動
へ移行することによって、知
性的なものを知るのである

17�他方、感性的なも
のに関しても同じであっ
て、魂はそれらをいわば
自分に結びつけたうえ
で、自分の活動を通し
てそれらにいわば輝き
を与え、われわれの眼
の前にあるものとするの
である

というのは、魂
の力はすでにそ
れらに及んでい
て、それらを前
以ていわば懐妊
しているからで
ある

魂は万物のロ
ゴスであるか
ら、魂は感性
界のすべての
ものを可能態
として自らのう
ちに持っている

19�それゆえ、魂が何であれ自
分の前に現れたものに対して
（感性的な）力を強力に集中し
た時には、魂はそれに対して、
あたかも自分のそばに現にある
ものに対するがごとき状態を長
時間にわたって持続することに
なるのであって、その力が強け
れば強いほど、その状態も持続
するのである

だから、子供た
ちは大人より記
憶力があるとも
言われるのであ
る

23�彼らはまだ多く
のものを見ず、少し
のものにしか目を向
けていないので、彼
らの目の前に現れ
ているものから目を
離さず、目を据えて
それらを見るからで
ある

ただし、彼らの
思考や能力は
多くのものに向
けられるけれど
も、いわばそれ
らのもとを通り
すぎてしまっ
て、そこにとどま
りはしないので
ある

26�だが、少な
くとも、もし印影
が（魂のなか
に）とどまってい
たのであれば、
（対象の）多さが
記憶を弱めるこ
とにはならなか
ったはずである

さらに、もし印影がとどまる
ことによって記憶が持続さ
れるのであれば、われわれ
は思い出そうとして熟考す
る必要もなかったであろう
し、すでにわれわれのなか
には印影があるのだから、
以前に忘れたことも後にな
って思い出す必要もなかっ
たであろう

29�それに、アナレープ
シス（思い出す）ための
訓練は、その結果とし
て魂の能力が実際に強
化されることを示してい
るのであって、それは、
手足の鍛錬がことを容
易に行なうことをめざし
ており、

その能力は手
足にそなわって
いるのではなく
て、鍛錬を持続
することによっ
てそなわってく
るのであるが、
この手足の鍛錬
に似ているとい
えよう

33�というのも、
一度が二度聞
いただけでは覚
えていないの
に、何度も聞い
たばあいには覚
えているのは、
なぜであろうか

それに、以前に
聞いた時には心
にとめていなか
ったことを大分
後になって思い
出すのは、なぜ
であろうか

<以前には
印影の諸部
分しか持っ
ていなかっ
たから>で
ないことは、
確かである

36�（そうで
なければ）
それらの部
分を記憶し
ていなけれ
ばならなか
ったはずだ
からである

いや、むしろ、後
になって聞いた
り訓練をしたり
することによっ
て、過去の事が
いわば突如とし
て蘇ってくるの
であろう

39�つまり、右に述べた
事柄は、われわれの記
憶の拠り所となる魂の
能力が、一般的にであ
れ特定の事柄との関連
においてであれ強めら
れて、奮い起こされるこ
とを証明しているわけ
である

42�なお、われわれは、訓練を
した事柄については記憶してい
るのであるが、それのみでな
く、多くのことを記憶している人
びとが、（感覚からの）報告を用
いることに慣れることによって、
他の事柄についても<アナレー
プシス（思い出し）>と言われて
いることを容易に行なうのであ
れば、

人は記憶の
原因を、強
化された
（魂の）能力
以外には求
めえないこ
とになるで
あろう

なぜなら、
印影の持続
は記憶力の
強さよりも、
むしろ弱さ
を肯定する
ことになる
からである

46�すなわち、<きわめ
て印象を受け易いもの
>は従順であるがゆえ
に、印影を受け易いの
であり、印影は（他から
の）影響を多く受けるも
のであればあるほど、
記憶する働きもよいも
のであることになる

49�だが、
実際に結果
することは、
明らかにこ
れとはまっ
たく反対な
のである

50�というのも、何
か或ることをめざし
ての鍛錬が<鍛錬
されたもの>を影響
を受け易いものとす
ることは、決してな
いからである

つまり感覚のばあい
でも、力の弱い感覚
器官、たとえば力の
弱い眼が見るので
はなくて、十分に活
動しうる力を持った
眼が見るのである

だからこそ
老人たちは
感覚では
（若者より）
弱く、記憶
でも同様な
のである

してみると、
感覚も記憶
も一種の力
強さのよう
なものであ
ることになる
であろう

56�それに、感
覚は刻印では
ないのであるか
ら、むろん、記
憶は魂のなかに
まったく刻印さ
れていないもの
の保持などでは
ありえないであ
ろう

しかしながら、もし記憶が一種の能
力のようなものであり、すでに存在
するものに関するパラスケウエー
（適合性）のようなものであれば、ど
うして記憶は即座にあらわれるので
はなくて、その同じ対象に関する、
後になってからのわれわれの回想
という形をとるのであろうか

60�おそらく、そ
の能力はいわば
準備をすませて
から、自分を適
用する必要があ
るからであろう

われわれは他の諸能力のばあ
いにも、この事実を目にするの
であって、それらの能力は自分
たちのなしうることをなすため
の準備をし、或る事柄に関して
はこれを直ちに行なうのである
が、別の或る事柄に関しては自
己自身を集中したうえで、これ
をなすのである

63�なお、大部
分のばあい、
「同一人が記憶
もよければ解り
も早い」などとい
うことはないの
である

記憶のよさと解りの
早さとは同一の能
力に属するのでは
ないからであって、
それは、「同一人が
優れたボクサーで
もあれは優れたラン
ナーでもある」という
ことはないのと同様
である

65�というのも、
人がちがえば、
その人の有力
な特性もちがっ
てくるからであ
る

しかしながら、何らかの点で卓
越した魂を持っている人が自分
の魂のなかに刻印されている
印影を読むとしても、別に支障
はなかったはずであるし、また
そのほうに流される人が<外的
な作用の影響を受けてその影
響を保持すること>の無能ぶり
を発揮していないとしても、別
に支障はなかったはずである

70�さらに、<魂
は大きさのない
ものである>と
いうことも、魂が
力であるという
こを証明してい
るのである

一般的に言って、魂にかかわり
のある事柄はすべて、人びとが
調べもしないで想定しているこ
ととは、つまり彼らに身近な直
感が感性的なものとの類似性
を用いることによって欺いて連
想させることとはちがったあり方
をしているのであって、このこと
は別に驚くにはあたらないので
ある

74�なぜなら、彼らは感覚や記
憶を取り扱うに際して、それら
を木板や文字板に書かれた文
字のようなものとして取り扱っ
ており、魂を物体とみなす人び
とも非物体的なものとみなす人
びとも、彼らの仮説によっては
不可能なこととして結果するこ
とを見ていないからである


